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 備陽史探訪の会
令和 7 年（2025）  2 月

備陽史探訪の会

備陽史探訪の会の目的
備後を中心とした地域
の歴史を研究し、愛郷
の精神を涵養する。
（会則第１章第２条より）

行事参加の
お申込は

「要申込」のある各行事参加
の申込は以下のいずれかより
お申込ください。
◎公式サイトの参加申込フォーム
　「https// : bingo-history.net」

◎事務局へメール
　[info@bingo-history.net]
◎事務局へ電話
　[ 070 - 1074 - 9617 ]

〔備陽史探訪の会事務局〕
〒720-0824
広島県福山市多治米町5-19-7

2025（令和 7）

行事案内
2月号

2 月・3 月・4 月の行事日程一覧

2 月   1 日（土）【ぶら探訪 85】（要申込）
　　山手に中世石造物を訪ねる

2月   2 日（日）【中世城館測量調査】（要申込）
　　志川滝山城跡測量調査

2月 22 日（土）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（加茂町方面）

2月 28 日（金）【入門講座】（要申込）
　　古文書入門講座

3月   2 日（日）【茨城調査】（要申込）
　　謎の古代山城「茨城」を探る

3月 22 日（土）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（山野町方面）

福山ブランド認定

3 月 28 日（金）【入門講座】（要申込）
　　古文書入門講座

3月 29 日（土）【ぶら探訪 86】（要申込）
　　田口会長と福山城界隈を歩く

3月 29 日（土）【花見会】（要申込）
　　ぶら探訪終了後　引き続き福山城内で行います。

3月   9 日（日）【中世城館測量調査】（要申込）
　　志川滝山城跡測量調査

各部会学習会のスケジュールは4～6ページを参照ください。

＜行事参加に当たって＞
　ぶら探訪や山城現地学習など、現地での行事では不整
地や傾斜地を歩くことがあります。参加に当たっては、
必ず滑り止めのしっかりした靴での参加をお願いします。

4 月   6 日（日）【中世城館測量調査】（要申込）
　　志川滝山城跡測量調査

4月 25 日（金）【入門講座】（要申込）
　　古文書入門講座

4月 26 日（土）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（駅家町方面）
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 備陽史探訪の会

　『福山の中世石造物 ―備陽史探訪の会　中世石造物調査報告（Ⅱ） ― 』をもうすぐ刊行し
ますので、その掲載するところの中で最も興味深い山手町の魅力を再発見しましょう。
　三寳寺（山手町 33 番地）は杉原氏の菩提寺で、杉原氏の墓石もあります。また、荒神社
付近にはいろんな石造物があります。

【集合時間】　　　　	 午前 10 時 ( 受付開始　9 時 30 分 )
【集合場所】　　	 JA 山郷支店　駐車場
【アクセス　　車】	 駐車場　三寳寺の駐車場が使用できます。
【アクセス　バス】	 福山駅前バス停（中国バス）９番線　津之郷行き ９時３０分発
　　　　　　　　　　JA 山郷支店バス停 下車（９時５０分頃 着）　

【解散時間・場所】	 午前 12 時頃　　正圓寺（山手町 2486 番地）南東の荒神社
【講師】　　　　	 篠原芳秀（備陽史探訪の会　副会長）
【募集人員】　　　　	 40 名
【参加費】　　　　　	 会員 100 円　一般 300 円
【主な見学地】		 三寳寺から正圓寺方面にかけての石造物所在地
【備考】　　　　　	 小雨決行、滑りにくい靴 歩きやすい服装で。水筒もお忘れなく。

ぶら探訪 852月1日（土） 山手に中世石造物を訪ねる

要
申込

小雨決行

　桜花爛漫の季節、田口会長と福山城界隈を歩きませんか。会長は現在『ビジネス情報』に「福
山城物語」と題するコラムを連載しておられます。今回はコラムの中で発表された、新たな
発見や会長独自の見解など、軽妙な解説を聞きながら楽しいひと時を過ごしたいと存じます。
なお、終了後、福山城公園で「お花見会」を開催しますので奮ってご参加下さい。

【集合時間】　　　　	 午前 9 時 50 分 ( 受付開始　9 時 30 分 )
【集合場所】　　	 福山駅北口「噴水広場」
【開始・終了時間】	 午前 10 時開始、同 11 時半終了
【解散場所】		  福山城内。花見に参加されない方はそのまま解散となります。
【講師】　　　　	 田口義之（備陽史探訪の会　会長）
【募集人員】　　　　	 40 名
【参加費】　　　　　	 無料
【主な見学地】		 田口会長の説明を聞きながら福山城内を散策します。
【備考】　　　　　	 雨天中止、滑りにくい靴 歩きやすい服装で。

ぶら探訪 863月29日（土） 田口会長と福山城界隈を歩く

要
申込

雨天中止

花　見　会
　備陽史探訪の会が発足当初から行なってきた伝統行事です。コロナ禍で中止になった以外は毎年会
場を変えて行ってきました。今回は、会長の「福山城界隈を歩く」終了後、福山城公園で開催します。

【会場】	 福山城公園　　ぶら探訪後、引き続いて行います。
【時間】	 午前 12 時頃から
【会費】	 3,000 円（弁当・飲み物代込み）
【募集人員】　	 40 名　要申込み
【備考】　　　	 雨天の場合、会場を替えて実施する予定です。
		  変更の場合、会のホームページ等でお知らせします。

3月29日（土）

雨天決行

要
申込
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 備陽史探訪の会
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　本会と古代山城研究会の合同調査で、備後国安那郡にあったとされる古代山城「茨城」の
遺跡が、福山市加茂町北山の通称「芋原の大スキ」である可能性が高まってきました。そこ
で本会は今年度からこの「芋原の大スキ」が古代山城の遺跡であるのかどうか、本格的に調
査することになりました。もちろん、地表面の表面観察や、遺物の分布その他の調査になる
と思いますが、本会が発見の端緒をつくったからには、本会で古代山城か否かの確定まで責
任を持って行いたいと思います。今回はその第１回目として、今後の調査方法など皆さんと
一緒に方向性を見極める踏査にしたいと思います。昼食を挟んで、踏査と検討会を実施しま
すが、午前午後何れの時間帯でも参加可能です。ふるってご参加ください。

【集合時間】　　　　	 午前 10 時 ( 受付開始　9 時 30 分 )
【集合場所】　　	 福山市広瀬交流館前
【アクセス　車】	 駐車場は広瀬交流館駐車場が使えます。
【解散時間・場所】	 午後 3 時頃　（広瀬交流館）
【講師】　　　　	 田口義之（備陽史探訪の会　会長）
【募集人員】　　　　	 30 名
【参加費】　　　　　	 無料
【調査場所】		  加茂町北山　芋原地区　（踏査距離：約４キロ） 
【備考】　		  雨天決行、歩きやすい靴、服装で。水筒もお忘れなく。
			   但し現地踏査が難しいほどの雨の場合は現地で検討会のみ実施とします。	
			   午前から午後にかけての行事となりますので昼食は持参ください。

三月例会3月2日（日） 謎の古代山城「茨城」を探る

要
申込

雨天決行

平板測量調査を行います。山城の構造を実地に詳しく知りたい方是非ご参加下さい。
【集合・解散時間】　　　　	 午前 9 時集合〜 16 時頃解散
【集合場所】　　　		  龍田神社駐車場　福山市加茂町北山 612
【主催】　　　			   中世史部会
【備考】　	 要申込 昼食 飲物持参 歩きやすい服装・靴は滑りにくい靴底の靴 雨天積雪中止。

※以降 3月9日（日）・4月6日（日）も同じ要項で行います。

中世城館測量調査　　志川滝山城跡2月2日（日）

雨天中止

要
申込

2 月は、加茂町を調査します。事前の所在確認や調査カード作成をお願いします。
【集合・解散場所】　　　	 午後１時半　　JR 福塩線　万能倉駅北口
【講師】　　　			   篠原芳秀（副会長）
【その他】　　　雨天の場合は中止し、後日実施。
　　　　　　　実施可能かどうか、微妙な天気の際は、事務局まで電話での確認をお願いします。

※なお、次回以降の予定は次の通りです。
 3月22日（土）	 山野町方面	 【集合】午後１時半　山野交流館

 4月26日（土）　	 駅家町方面　【集合】午後１時半　福山市役所　北部支所の入口付近

中世石造物調査2月22日（土）

要
申込

雨天中止
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古代史部会
大人の博物館教室　―古代吉備と古墳文化―

広島県立歴史博物館の「常設展示」を中心に、毎回１つのテーマで見学・学習します。
昨年から「教室」の新たなシリーズが始まりました。博物館の展示を用いて、古代吉備
と古墳文化について話をしたいと思っています。

　2月22日（土）	 第５回　群集墳と古墳群
　3月	 	 	 休講
　4月26日（土）	 第６回　埴輪のさまざま

【時間】　　　			   午前１0 時 30 分～12 時
【集合・解散場所】　　　	 広島県立歴史博物館の入口付近
【講師】　　　			   網本善光（古代史部会　部会長）
【参加費】　　　　　		  会員・一般共　100 円
【その他】　			   別途入館料は自己負担となります。

近世近代史部会
近世福山の歴史を学ぶ　―画像でも楽しむ我がふるさとー

2月8日（土）　松永下駄産業の盛衰　その２　（第 116 回）

【講師】　　　		 河本正二（近世近代史部会　部会長）
【会場・時間】　　　	 市民参画センター（5 階第 2 会議室）　　午前 9 時 45 分～11時 45 分

　今回は松永が「日本一の下駄の町」になる事が出来た 2 つ目の理由、2 代丸山茂助氏が手作
業だった下駄作りを機械で行えるようにして大量生産を可能にし、またさらに機械に種々の工夫
を推し進めて他に類を見ない町ぐるみ履物産業が誕生した経過を辿ります。さらに明治から昭和
まで労働争議や不況、戦争など種々の困難を乗り越えた歴史、跡地に建てられたはきもの博物
館について、また茂助弟の丸山鶴吉氏についても触れて行きます。

3月8日（土）　第二部　阿部藩二代藩主　正福の時代　（第 117 回）
－その 2 －

【講師】　　　		 高木康彦（近世近代史部会　幹事）
【会場・時間】　　　	 市民参画センター（3 階第 1会議室）　　午前 9 時 45 分～11時 45 分

　前回（第二部　阿部藩二代正福の時代 ―その１－）が時間切れのため、中断した形になりまし
たので、今回は残りの分を取り上げると共に、享保の一揆に関して、新たな史料を加えてご紹介
します。尚、今回の資料は前回分も含めて改めて編纂しております。

4月12日（土）　第二部　阿部藩二代藩主　正福の時代　（第 118 回）
－その 3 －

【講師】　　　		 高木康彦（近世近代史部会　幹事）
【会場・時間】　　　	 市民参画センター　　午前 9 時 45 分～11時 45 分

　村方から城下・鞆の町方に目を転じ、阿部時代初期の商業活動をみていきます。また、幕閣へ
働き掛け、大坂城代へ栄進する藩主正福の動向を追っていきます。

備陽史探訪の会　部会行事
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中世史部会（中世を読む）その１

2月15日（土）	 特別編　　備中兵乱スペシャル　　　　中世を読む（404回）
　　　　　　　	 	 備中猿掛城と茶臼山城

　備中兵乱では、これといった戦闘もなくあっけなく猿掛城は毛利勢に明け渡されてしまった。兵
乱後の11月までに猿掛城は毛利元清が 5000 貫の領地と共に毛利輝元から与えられたという。
後に元清は猿掛城西の茶臼山に新城を築き移る。石垣を導入した新しい時代の城郭だ。
　講師の佐藤貴洋氏は、十数年前に猿掛城と茶臼山城を大学の卒論のテーマとし、それ以後も調
査研究を続けている。
　戦国備中の要害から織豊期支配体制下の政庁としての城への移行を時々の有力者との関わりを
通し最新の研究解説で体感する。

【講師】　　　			   佐藤貴洋 （中世史部会　幹事）
【集合・解散時間】　　　	 午前 10 時集合～16 時頃解散予定
【集合・解散場所】　　　	 吉備真備公園の駐車場　（ 岡山県小田郡矢掛町東三成３８７２−２付近）
【主な見学地】			  猿掛城跡 洞松寺 茶臼山城跡
【備考】			   比高 230m と100m の山城に登ります。
				    トレッキングポール、歩きやすい服装滑りにくい靴で参加下さい。

【注意】　　要申込 乗り合わせ希望者の申込期限は 2 月1日 申込時のコメントに乗り合わせ希望		
　　　　　と入れて下さい（実費負担）。担当（杉本）から連絡あり 連絡先を必ず入れて下さい。
　　　　　飲物、昼食は各自準備下さい。現地積雪、雨の場合は行き先の変更、延期（担当から連絡）。

3月15日（土）	 備中田井氏の秋町城と関連遺跡（岡山県高梁市高倉町）
中世を読む（405回）

　江戸時代、備後福山の水野家に仕官した元備中川上郡秋町城主田井氏。
　その出自から備後福山水野家家中時代とその後について考察を『備陽史研究』で発表された今
回の講師野田和心氏。長年田井氏について調べてきた中で、田井氏が戦国期に築いたとする秋町
城について、所在自治体史に記載される位置や通説でいわれている位置が事実と異なるという。
　今回はこの秋町城の謎を解く手がかりとなるであろう田井氏に縁ある地域と遺跡を野田氏本人
に案内してもらう。

【講師】　　			   野田和心（備陽史探訪の会 会員）
【集合・解散時間】　　　	 午前 10 時集合～16 時頃解散予定
【集合・解散場所】　　　	 秋町の集会所　（岡山県高梁市高倉町田井１４８８−６付近）
【主な見学地】	 1田井氏屋敷跡、2 その裏山中の秋町城跡覚しき平地と合わせて藤村左平次の家

（駐車場から見る）永禄２年田井氏創建の御崎宮、3 田井氏墓、4 保々氷の出砦　
高陣のあった場所、5 建長寺、6 高村山の秋町城跡とされる跡。

【備考】	 比高 110m の山に登ります。
		  トレッキングポール、動きやすい服装、滑りにくい靴で参加下さい。

【注意】　　要申込 乗り合わせ希望者の申込期限は 3 月1日 申込時のコメントに乗り合わせ希望	と
　　　　　入れて下さい（実費負担）。担当（杉本）から連絡あり。連絡先を必ず入れて下さい。	
　　　　　飲料、昼食は各自準備下さい。現地積雪、雨の場合は行き先の変更か延期（担当から連絡）。
　　　　　参加者人数確定後に参加費が決定します。（500 円程）

現地学習

要
申込

備陽史探訪の会　部会行事

要
申込
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古文書部会

古文書の整理・解読を行っています。現在は「内田博文氏所蔵文書」「井上家文書」を中心に
解読中。「内田博文氏所蔵文書」は松永で塩田を経営していた家にまつわる史料，「井上家文書」
は品治郡近田村（現・福山市駅家町近田）で組頭を務めた家にまつわる史料です。

　・2月19日（水）　　・3月19日（水）　　・4月16日（水）
【会場・時間】　　　		  市民参画センター　　午後 7 時～ 9 時
【講師】　　　			   小林悠一（古文書部会　部会長）
【参加費】　			   100 円　テキスト代必要な場合は実費

古文書解読会

初参加
要申込

中世史部会（中世を読む）その２

4月19日（土）	 江尾城跡銀杏の段　　　中世を読む（406回）
　永禄７年（1564）尼子攻略のため毛利氏の要請により神辺から伯耆国へ派遣された杉原盛重
は最後の抵抗勢力、蜂塚右衛門尉を攻めるため江美城に大軍勢を送る。
　決死の籠城戦もむなしく右衛門尉は城と共に散っていく。しかし生き残った民は前領主の善政
を忘れず今も語り継いでいる。
　その中世の城と町割りがそのまま残る江美城を「江尾城を探る会」ガイドと共にコアな城歩き
をします。

【講師】　　			   仲田雅史（江美城を探る会・備陽史探訪の会 会員）
【サポート】　　		  嶋田浩二（中世史部会 幹事）
【集合・解散時間】　　　	 午前 11時集合～16 時頃解散予定
【集合・解散場所】　　　	 防災センター（愛ベルこうふ）または江尾診療所のどちらかの駐車場
【参加費】	 2000 円程（乗り合わせ希望の場合 5000 円程）
【備考】	 昼飯は各自持参、歩きやすい服装、少雨決行、駐車場は上記集合場所、雨天の場

合銀杏の段の見学はとりやめます。
【注意】	 要申込 乗り合わせ希望者の申込期限は 4 月 4 日 申込時のコメントに乗り合わせ希望	
		  と入れて下さい（実費負担）。担当（杉本）から連絡あり。連絡先を必ず入れて下さい。

現地学習

要
申込

未経験でも大丈夫。崩し字や古文書の読み方をイチから学習する講座です。
　1 月から新テキストになります。新たに始めるチャンスです。

　・2月28日（金）　　・3月28日（金）　・4月25日（金）
【会場・時間】　　　		  市民参画センター　　午後 7 時～ 9 時
【講師】　　　			   小林悠一（古文書部会　部会長）
【定員・参加費】　		  20 名　　　100 円　　一般の方も歓迎です。
【備考】　　　　上記解読会・入門講座どちらも、初めて参加を希望される方は、公式サイトの参加申

し込フォームから申し込むか、または事務局まで申し出てください。（メール・電話）
　　　　　　　継続して参加されている方は申込み不要です。

古文書入門講座

初参加
要申込


